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問1 古墳時代に、大山古墳（仁徳天皇陵）のような巨大な前方後円墳が築造された歴史的な背景や目的として、最も適切な説明は
どれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  大和政権（ヤマト王権）の王
が、自らの強大な権威や動員でき
る労働力の大きさを各地の豪族に
誇示するため。

2.  大陸から伝来した仏教の教えに
基づき、故人を盛大に供養するこ
とで国家の安寧を祈願するため。

3.  大規模な稲作の普及により余っ
た土地を、洪水から守るための避
難場所として整備するため。

4.  海外からの侵略を監視し、防衛
するための軍事的な物見櫓や要塞
として機能させるため。

問2 4世紀末から5世紀の山口県の古墳から出土した銅鏡の記述など、瀬戸内海の航路の要所に位置する地域から王権に関連する
品々が見つかることがあります。この事実から推測される、当時のヤマト王権の地方支配のあり方として正しいものはどれで
すか。 （2024年　山口公立入試　類似）

1.  海上交通の要所に位置する豪族
と連携し、物流や情報のルートを
確保しようとした

2.  邪馬台国の女王卑弥呼が中国か
ら受け取った鏡を、瀬戸内海の豪
族に再分配した

3.  遣隋使を派遣するための寄港地
を確保するため、山口県周辺を王
権の直轄地とした

4.  大陸から伝来した青銅器の製造
技術を、農業振興のために全国の
農民へ普及させた

問3 世界文化遺産に登録された百舌鳥・古市古墳群には、5世紀頃に造られた日本最大の前方後円墳である大仙古墳が含まれてい
る。このような巨大な古墳が築かれた時代の外交の特徴として、適切なものはどれか。 （2020年　香川公立入試　類似）

1.  中国の南朝へ使者を送り、自ら
の地位を認めてもらう活動を行っ
た。

2.  中国の北朝へ使者を送り、仏教
を公式に伝えるよう要請した。

3.  唐へ遣唐使を派遣し、律令に基
づく中央集権的な国家体制を導入
した。

4.  元（モンゴル）からの服属要求
を拒否し、九州沿岸の防備を固め
た。

問4 古墳時代を象徴する墓の形式で、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような独特の形状を特徴とし、大阪府にある日本最大の規
模を誇る大仙古墳（伝仁徳天皇陵）にも採用されている名称を答えなさい。 （2025年　島根公立入試　類似）

1.  前方後円墳 2.  前方後方墳 3.  円墳 4.  方墳

問5 5世紀の倭の王が、中国の歴史書である『宋書』倭国伝において「高句麗が道をふさぎ、邪魔をしています」と皇帝に訴え、
「安東大将軍」などの高い称号を得ようとした主な目的として最も適切なものはどれですか。 （2025年　埼玉県公立入試　類似）

1.  朝鮮半島における軍事的な指揮
権を中国の皇帝に認めさせ、国際
的な優位に立つため

2.  中国から金銅の仏像を輸入し、
日本国内に仏教を広めるための権
威を得るため

3.  朝鮮半島南部から鉄資源を安定
的に輸入するための、独占的な貿
易許可を得るため

4.  中国の律令制度を導入し、氏姓
制度を廃止して国内の中央集権化
を進めるため

問6 日本最大級の規模を誇る前方後円墳である大仙古墳（大山古墳）が位置する場所として正しいものはどれですか。日本全国を
いくつかの地域に分けた際、現在の大阪府堺市が含まれる地方の名称を選択しなさい。 （2024年　茨城県公立入試　類似）

1.  東北地方 2.  関東地方 3.  近畿地方 4.  九州地方

問7 3世紀ごろの中国大陸の情勢と、当時の日本との関わりについて述べた文として、内容が正しいものを一つ選びなさい。 （2016年　

和歌山公立入試　類似）

1.  魏・呉・蜀の三つの国が分立し
て争っており、邪馬台国の卑弥呼
はそのうちの魏に使いを送った。

2.  秦の王が初めて中国を統一して
始皇帝と名乗り、日本を含む周辺
地域に大規模な軍隊を派遣した。

3.  隋が南北に分裂していた中国を
統一した時期であり、聖徳太子が
小野妹子を派遣して交流を深め
た。

4.  唐が周辺諸国を従える強大な帝
国を築いており、日本からは律令
制度を学ぶために遣唐使が送られ
た。

問8 5世紀後半の大和政権において、最高権力者が名乗った称号は何ですか。埼玉県の稲荷山古墳から出土した金錯銘鉄剣に、「獲
加多支鹵」という人名に続けて刻まれている名称を答えなさい。 （2019年　長崎県公立入試　類似）

1.  大王 2.  天皇 3.  将軍 4.  執権
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
大和政権（ヤマト王権）の王が、自らの
強大な権威や動員できる労働力の大きさ
を各地の豪族に誇示するため。

古墳時代において、巨大な前方後円墳を築くには膨大な年月と膨大な人数の労働力が必要でした。
このような大規模な土木工事を行うことができた事実は、その被葬者が広範囲に及ぶ支配権と財力
を持っていたことを象徴しています。また、前方後円墳という特定の形式が日本各地に広がったこ
とは、大和政権（ヤマト王権）を中心とした政治的な連合や身分秩序が各地の豪族との間に形成さ
れていたことを示しています。

問2 答え 1
海上交通の要所に位置する豪族と連携
し、物流や情報のルートを確保しようと
した

ヤマト王権が全国的な影響力を強めるためには、朝鮮半島や中国大陸との外交、あるいは国内の物
資輸送に欠かせない海上交通路を掌握することが不可欠でした。山口県のように瀬戸内海沿岸の重
要な地点を治める豪族に対し、権威の象徴である銅鏡を与えることで味方につけ、安定した航路の
確保と地方への影響力行使を両立させていたと考えられます。なお、卑弥呼の時代は3世紀であ
り、この問題が扱う4〜5世紀とは時代が異なります。

問3 答え 1
中国の南朝へ使者を送り、自らの地位を
認めてもらう活動を行った。

大仙古墳に代表される巨大な前方後円墳が造られた5世紀は、大和政権の王（倭王）が自らの権威
を内外に示すために、中国の南朝へ朝貢した時期と重なります。この時期の外交は、朝鮮半島での
軍事的な立場を強化し、鉄器の材料となる鉄資源の供給源を確保することが大きな目的の一つでし
た。

問4 答え 1
前方後円墳

古墳時代の3世紀後半から6世紀にかけて、近畿地方を中心に日本各地で築かれた墓の形式です。こ
の形式が全国的に広がったことは、大和政権（ヤマト王権）による政治的な支配や影響力が各地に
及んでいたことを示す重要な証拠と考えられています。大阪府の堺市にある大仙古墳は、この形式
の代表例であり、世界最大級の墳墓として知られています。

問5 答え 1
朝鮮半島における軍事的な指揮権を中国
の皇帝に認めさせ、国際的な優位に立つ
ため

5世紀、いわゆる「倭の五王」は中国の南朝（宋など）に使者を送り、皇帝から「将軍号」などの
称号を授けられました。これは国内での支配権を固めるだけでなく、当時対立していた高句麗に対
抗するため、朝鮮半島における軍事的な指揮権を国際的に認めさせ、外交上の軍事的優位を確保す
る狙いがありました。

問6 答え 3
近畿地方

5世紀頃、現在の大阪府や奈良県などを含む近畿地方を中心に、巨大な前方後円墳が数多く造られ
ました。大仙古墳は、当時の大和政権（ヤマト王権）の首長である大王の権力を象徴するものであ
り、現在の大阪府堺市に位置しています。

問7 答え 1
魏・呉・蜀の三つの国が分立して争って
おり、邪馬台国の卑弥呼はそのうちの魏
に使いを送った。

中国の歴史書『魏志』倭人伝には、3世紀の中国が魏・呉・蜀の三国に分かれて争っていたこと、
そして日本の卑弥呼が魏の皇帝から称号を授かったことが記されています。他の選択肢にある秦に
よる統一は紀元前3世紀、隋による統一は6世紀末、唐との交流は7世紀以降の出来事であり、時期
が異なります。

問8 答え 1
大王

5世紀の大和政権の盟主は「大王（おおきみ）」と呼ばれていました。埼玉県の稲荷山古墳から出
土した鉄剣には、雄略天皇にあたるとされる「獲加多支鹵（ワカタケル）」の名とともにこの称号
が刻まれており、当時の政治体制を示す貴重な史料となっています。天皇という称号が使われ始め
るのは、さらに後の7世紀後半（飛鳥時代）になってからです。


